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１．当中間決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当中間連結会計期間におけるわが国の金融経済は、輸出・生産面において新興国経済の減速の影響がみられる

ものの、企業収益が改善するなかで、雇用・所得環境も着実に改善し、個人消費も底堅く推移するなど、緩やか

な回復基調が続きました。 

長期金利は、４月の 0.3％台から６月には 0.5％台と上昇したものの、その後、中国経済の先行きに対する懸

念の高まりなどを受け、株式市場が不安定な動きとなるなか、債券が買われやすい展開となり、９月には再び

0.3％台となりました。 

為替は、６月上旬に一時平成 14 年６月以来の１ドル 125 円 80 銭まで円安水準となったもの

の、その後、投資家のリスク回避姿勢の強まりから、円高ドル安が進行し、９月は１ドル 120 円前後で比較的

安定した推移となりました。 

当地山陰の金融経済は、製造業において中国・新興国経済の減速、また非製造業において公共工事の減少等に

よる影響が見られ、９月の企業の業況判断は１年振りに全産業で悪化するなど生産活動に足踏み感はあるものの、

全体として好調な企業収益のもとで、設備投資計画に前向きの動きが出ており、雇用・所得環境も着実に改善す

るなか、個人消費も底堅く推移するなど、緩やかな回復基調が続きました。 

その結果、当中間連結会計期間（平成 27年４月１日～平成 27年９月 30日）における経営成績は以下のとお

りとなりました。 

経常収益は、有価証券関係収益が増加したことなどから、全体では前年同期比 61百万円増加し 4,822百万円

となりました。 

一方、経常費用は、営業経費や与信関連費用が減少したことなどから、全体では前年同期比 304 百万円減少

し 4,014百万円となりました。 

この結果、経常利益は前年同期比 365 百万円増益の 807 百万円となりました。また、親会社株主に帰属する

中間純利益は前年同期比 91百万円増益の 499百万円となりました。 
 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

預金につきましては、定期性預金を中心として個人預金が増加しましたが、公金預金が減少したことから、

預金全体では前連結会計年度末に比べ 11億円減少し、3,526億円となりました。 

貸出金につきましては、大企業向け貸出金は増加しましたが、個人向け貸出金や中小企業向け貸出金が減少

したことなどから貸出金全体では、前連結会計年度末に比べ 19億円減少し、2,563億円となりました。 

また、有価証券につきましては、社債が減少したことなどから、前連結会計年度末に比べ 25億円減少し、1,008

億円となりました。 
 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 27 年 10 月 30 日に平成 28 年３月期第２四半期（累計）業績予想（連結・個別）の上方修正開示をして

おります。通期の業績予想（連結・個別）につきましては、今後の経済情勢や市場動向のほか、与信費用発生の

可能性等を勘案した結果、当初予想（平成 27年５月 13日公表）計数のとおり変更ございません。 
 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当中間期における重要な子会社の異動 

該当事項はございません。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

（「企業結合に関する会計基準」等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日）、「連結財務諸表に関する

会計基準」（企業会計基準第 22号 平成 25年９月 13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成 25 年９月 13 日）等を、当中間連結会計期間から適用し、中間純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、

前中間連結会計期間及び前連結会計年度については、中間連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っ

ております。 
 

（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更） 

（減価償却方法の変更） 

当行が保有する建物及び構築物は、従来、税法基準の 160％の償却率による減価償却を行ってきましたが、

本店移転等を契機に使用実態を調査した結果、償却期間を実態に合わせ、費用配分計算をより適正に行う

ため、当中間連結会計期間より税法基準の償却率による方法へと変更しております。 

この変更により、従来の方法と比べて、当中間連結会計期間の減価償却費が 13百万円減少し、経常利益

及び税金等調整前中間純利益が同額増加しております。 
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（５）重要な後発事象 

該当事項はありません。 
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
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Ⅰ．平成28年３月期第２四半期決算の概況

　1.損益の状況　【単体】 （単位：百万円）

27年度中間期 26年度中間期

26年度中間期比

2,853 △ 131 2,984 

2,715 26 2,689 

106 38 68 

30 △ 197 227 

2,363 △ 107 2,470 

1,232 △   7 1,239 

998 △ 112 1,110 

132 12 120 

489 △  25 514 

△ 27 △  79 52 

459 172 287 

516 54 462 

30 △ 197 227 

243 309 △ 66 

497 242 255 

275 △  33 308 

貸 出 金 償 却                    - -                    -

個別貸倒引当金純繰入額 265 △  18 283 

そ の 他 10 △  14 24 

18 5 13 

3 29 △ 26 

760 364 396 

△  1 1 △  2 

△  1 1 △  2 

759 365 394 

326 318 8 

△ 79 △  79                    -

38 36 2 

472 90 382 

248 △ 112 360 

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ①

物 件 費

臨 時 損 益

業務純益(一般貸倒引当金繰入前)

う ち 固 定 資 産 処 分 損 益

法 人 税 等 還 付 税 額

業 務 粗 利 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

う ち 債 券 関 係 損 益

人 件 費

税 引 前 中 間 純 利 益

不 良 債 権 処 理 額 ②

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

税 金

経 常 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

特 別 損 益

信 用 コ ス ト （ ① + ② ）

コ ア 業 務 純 益

株 式 等 関 係 損 益

業 務 純 益

そ の 他 臨 時 損 益

償 却 債 権 取 立 益

法 人 税 等 調 整 額

中 間 純 利 益

（注）金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

（預貸金利息・有価証券利息等）

（受取手数料・支払手数料）

（債券売買益等）

（預貸金利息・有価証券利息

（受取手数料・支払手数料等）

（債券売買益等）
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（単位：百万円）

26年度中間期比

2,829 △ 127 2,956 

2,692 31 2,661 

106 39 67 

30 △ 197 227 

2,374 △ 108 2,482 

226 △ 117 343 

- - -

250 △  21 271 

△  33 △  79 46 

10 △  14 24 

497 242 255 

0 △   2 2 

81 29 52 

807 366 441 

△   1 1 △   2 

805 366 439 

340 323 17 

△  79 △  79 -

43 31 12 

0 0 0 

499 91 408 

226 △ 117 343 

(注)連結粗利益＝(資金運用収益－資金調達費用)＋(役務取引等収益－役務取引等費用)＋(その他業務収益－その他業務費用)

1 - 1 

1 - 1 

(連結対象会社数)

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

株 式 等 関 係 損 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

そ の 他

持 分 法 に よ る 投 資 損 益

そ の 他

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益

持 分 法 適 用 会 社 数

26年度中間期

連 結 子 会 社 数

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

貸 出 金 償 却

貸 倒 償 却 引 当 費 用

親会社株主に帰属する中間純利益

経 常 利 益

非支配株主に帰属する中間純利益

信 用 コ ス ト

法 人 税 等 還 付 税 額

特 別 損 益

そ の 他 業 務 利 益

【連結】〈連結決算書ベース〉

27年度中間期

連 結 粗 利 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益
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２．業務純益　【単体】 （単位：百万円）

27年度中間期 26年度中間期
26年度中間期比

(1) 業務純益 (一般貸倒引当金繰入前) 489 △  25 514 

職員一人当たり (千円) 1,186 △  39 1,225 

(2) コア業務純益 459 172 287 

職員一人当たり (千円) 1,111 427 684 

(3) 業務純益 516 54 462 

職員一人当たり (千円) 1,251 150 1,101 

※コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入-債券関係損益

３．利鞘　【単体】 （単位：％）

27年度中間期 26年度中間期
26年度中間期比

(1) 資金運用利回　(A) 1.61 △ 0.10 1.71

(ｲ) 貸出金利回 1.74 △ 0.13 1.87

(ﾛ) 有価証券利回 1.67 0.36 1.31

(2) 資金調達原価　(B) 1.45 △ 0.11 1.56

(ｲ) 預金等利回 0.16 0.01 0.15

(ﾛ) 外部負債利回 0.41 △ 0.10 0.51

(3) 総資金利鞘 　(A) －(B) 0.16 0.01 0.15

４．有価証券関係損益　 【単体】 （単位：百万円）

27年度中間期 26年度中間期
26年度中間期比

債券関係損益 30 △ 197 227 

売却益 - △ 228 228 

償還益 31 31 -

売却損 - - -

償還損 - - -

償却 △ 1 0 △ 1 

株式等関係損益 497 242 255 

売却益 501 229 272 

売却損 - - -

償却 △ 3 13 △ 16 
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5.自己資本比率(バーゼルⅢ：国内基準)

【単体】 (単位:百万円、％）

27年9月末 27年3月末

（速報値） 27年3月末比

9.40 0.32 9.08 

16,828 296 16,532 

178,958 △3,037 181,995 

7,158 △  121 7,279 

【連結】 (単位:百万円、％）

27年9月末 27年3月末

（速報値） 27年3月末比

9.70 0.30 9.40 

17,641 293 17,348 

181,740 △2,794 184,534 

7,269 △  112 7,381 

6.ＲＯＥ【単体】

27年度中間期 26年度中間期

26年度中間期

(1)業務純益ベース（一般貸倒引当金繰入前） 5.02 △ 0.86 5.88 

(2)業務純益ベース 5.30 0.01 5.29 

(3)中間純利益ベース 4.84 0.46 4.38 

(１)連結自己資本比率 (２)/(３)

(２)連結における自己資本の額

(３)リスク・アセットの額

(４)連結総所要自己資本額　（３）×４％

(１)自己資本比率  (２)/(３)

(２)単体における自己資本の額

(３)リスク・アセットの額

(４)単体総所要自己資本額　（３）×４％
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Ⅱ．貸出金等の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.リスク管理債権の状況

【単体】 (単位:百万円)

27年9月末 27年3月末 26年9月末

27年3月末比 26年9月末比

リスク管理債権額 12,523 △  399 △1,969 12,922 14,492 

破綻先債権額 762 △  145 △  630 907 1,392 

延滞債権額 10,470 7 △1,019 10,463 11,489 

3カ月以上延滞債権額 21 12 △    1 9 22 

貸出条件緩和債権額 1,267 △  274 △  320 1,541 1,587 

貸出金残高(末残) 258,036 △1,939 3,543 259,975 254,493 

貸出金残高比

リスク管理債権額 4.85 △ 0.12 △ 0.84 4.97 5.69 

破綻先債権額 0.29 △ 0.05 △ 0.25 0.34 0.54 

延滞債権額 4.05 0.03 △ 0.46 4.02 4.51 

3カ月以上延滞債権額 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

貸出条件緩和債権額 0.49 △ 0.10 △ 0.13 0.59 0.62 

【連結】 (単位:百万円)

27年9月末 27年3月末 26年9月末

27年3月末比 26年9月末比

リスク管理債権額 12,526 △  400 △1,970 12,926 14,496 

破綻先債権額 766 △  145 △  630 911 1,396 

延滞債権額 10,470 7 △1,019 10,463 11,489 

3カ月以上延滞債権額 21 12 △    1 9 22 

貸出条件緩和債権額 1,267 △  274 △  320 1,541 1,587 

貸出金残高(末残) 256,360 △1,996 3,516 258,356 252,844 

貸出金残高比 (単位:％)

リスク管理債権額 4.88 △ 0.12 △ 0.85 5.00 5.73 

破綻先債権額 0.29 △ 0.06 △ 0.26 0.35 0.55 

延滞債権額 4.08 0.03 △ 0.46 4.05 4.54 

3カ月以上延滞債権額 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

貸出条件緩和債権額 0.49 △ 0.10 △ 0.13 0.59 0.62 
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2.貸倒引当金等の状況

【単体】 (単位:百万円)

27年9月末 27年3月末 26年9月末

27年3月末比 26年9月末比

貸倒引当金 3,032 229 △ 683 2,803 3,715 

一般貸倒引当金 449 △ 27 18 476 431 

個別貸倒引当金 2,583 256 △ 701 2,327 3,284 

【連結】 (単位:百万円)

27年9月末 27年3月末 26年9月末

27年3月末比 26年9月末比

貸倒引当金 3,226 207 △ 703 3,019 3,929 

一般貸倒引当金 470 △ 34 16 504 454 

個別貸倒引当金 2,755 241 △ 719 2,514 3,474 

3.リスク管理債権に対する引当率

【単体】 (単位:％)

27年9月末 27年3月末 26年9月末

27年3月末比 26年9月末比

リスク管理債権に対する引当率 24.21 2.52 △ 1.42 21.69 25.63 

(注)リスク管理債権に対する引当率＝貸倒引当金／リスク管理債権額

【連結】 (単位:％)

27年9月末 27年3月末 26年9月末

27年3月末比 26年9月末比

リスク管理債権に対する引当率 25.75 2.40 △ 1.35 23.35 27.10 

(注)リスク管理債権に対する引当率＝貸倒引当金／リスク管理債権額
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4.金融再生法開示債権

【単体】 (単位:百万円、％)

27年9月末 27年3月末 26年9月末

27年3月末比 26年9月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 1,947 △  147 △1,150 2,094 3,097 

危険債権 9,333 18 △  578 9,315 9,911 

要管理債権 1,289 △  262 △  320 1,551 1,609 

小　計(Ａ） 12,570 △  391 △2,048 12,961 14,618 

正常債権 248,234 △1,487 5,330 249,721 242,904 

合　計 260,805 △1,877 3,283 262,682 257,522 

開示債権の総与信に占める割合 4.82 △ 0.11 △ 0.85 4.93 5.67 

5.金融再生法開示債権の保全状況

【単体】 (単位:百万円、％)

27年9月末 27年3月末 26年9月末

27年3月末比 26年9月末比

保全額(Ｂ）　　（イ＋ロ） 10,584 △    6 △1,712 10,590 12,296 

担保等による保全額（イ） 7,785 △  255 △1,034 8,040 8,819 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 1,070 △  171 △  242 1,241 1,312 

危険債権 6,111 16 △  546 6,095 6,657 

要管理債権 603 △  100 △  245 703 848 

貸倒引当金残高（ロ） 2,799 250 △  678 2,549 3,477 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 877 25 △  907 852 1,784 

危険債権 1,692 231 205 1,461 1,487 

要管理債権 229 △    6 24 235 205 

カバー率（Ｂ）／（Ａ） 84.20 2.49 0.09 81.71 84.11 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 100.00 0.00 0.00 100.00 100.00 

危険債権 83.61 2.49 1.44 81.12 82.17 

要管理債権 64.60 4.08 △ 0.91 60.52 65.51 

引当率（ロ）／（Ａ－イ） 58.49 6.67 △ 1.47 51.82 59.96 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 100.00 0.00 0.00 100.00 100.00 

危険債権 52.53 7.13 6.82 45.40 45.71 

要管理債権 33.43 5.65 6.39 27.78 27.04 
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6.平成27年9月末の自己査定結果・金融再生法開示債権・リスク管理債権の状況【単体】

(単位:百万円)

非分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類 Ⅳ分類

(16) (273) 破 綻 先 債 権

305 461 - - 762

(57) (529) 延 滞 債 権

781 398 - - 1,947

危 険 債 権

10,470

(1,692) 3ヶ月以上延滞債権 21

5,138 2,665 1,529 9,333 条 件 緩 和 債 権

要 管 理 先 要 管 理 債 権

1,267

1,289 合 計 12,523

（小　計） (12,570)

正 常 債 権

要

注 1,696 218 1,478

意

先

18,637 8,825 9,811

229,189 248,234

合 計

(1,766) (803)

244,459 14,816 1,529 - 260,805

（注）　1.記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　　　　2.総与信とは貸出金、支払承諾、外国為替、与信関連仮払金、未収利息、貸付有価証券であります。

　　　　3.自己査定結果（債務者区分別）における分類額は、直接償却・個別貸倒引当金処理後の金額を記載しております。

　　　　4.自己査定結果（債務者区分別）における（　　）内は分類額に対する引当額です。

破産更生債権及
びこれらに準ず

る債権

リスク管理債権
対象：貸出金

区分
貸出金
残高

自己査定結果（債務者区分別）
対象：総与信（注1）

金融再生法開示債権
対象：総与信（注1）

与信残高
区分 与信残高

分　　　　類

1,180

区分

767

破 綻 先

実 質 破 綻 先

合 計

260,805

229,189

正 常 先

要管理先以外
の要注意先

破 綻 懸 念 先

9,333
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7.業種別貸出状況等

①業種別貸出金【単体】

(単位:百万円）

27年9月末 27年3月末 26年9月末
27年3月末比 26年9月末比

国内店分（除く特別国際金融取引勘定分） 258,036 △ 1,939 3,543 259,975 254,493 

製造業 10,450 84 △   943 10,366 11,393 

農業，林業 328 △    23 △    86 351 414 

漁業 68 3 6 65 62 

鉱業，採石業，砂利採取業 635 21 2 614 633 

建設業 14,674 △   151 557 14,825 14,117 

電気・ガス・熱供給・水道業 1,823 519 771 1,304 1,052 

情報通信業 514 9 △    34 505 548 

運輸業，郵便業 2,777 △    46 △   147 2,823 2,924 

卸売業，小売業 18,137 △   144 334 18,281 17,803 

金融業，保険業 25,813 626 694 25,187 25,119 

不動産業，物品賃貸業 31,855 △   220 582 32,075 31,273 

学術研究，専門技術サービス業 2,714 △    13 △     8 2,727 2,722 

宿泊業 2,740 △    22 35 2,762 2,705 

飲食業 2,277 △   222 △   299 2,499 2,576 

生活関連サービス業，娯楽業 3,819 △   268 △   303 4,087 4,122 

教育・学習支援業 1,034 49 △    58 985 1,092 

医療・福祉 12,095 130 448 11,965 11,647 

その他のサービス 7,002 △    91 △   556 7,093 7,558 

地方公共団体 34,389 △   630 2,982 35,019 31,407 

その他 84,881 △ 1,551 △   433 86,432 85,314 

②業種別リスク管理債権【単体】
(単位:百万円）

26年9月末 27年3月末 26年9月末
27年3月末比 26年9月末比

国内店分（除く特別国際金融取引勘定分） 12,523 △   399 △ 1,969 12,922 14,492 

製造業 860 △    41 △   932 901 1,792 

農業，林業 - - - - -

漁業 - - - - -

鉱業，採石業，砂利採取業 - - - - -

建設業 2,057 △   265 △   420 2,322 2,477 

電気・ガス・熱供給・水道業 - - - - -

情報通信業 4 0 0 4 4 

運輸業，郵便業 646 △    28 △     8 674 654 

卸売業，小売業 2,163 24 △    73 2,139 2,236 

金融業，保険業 175 △     2 △     5 177 180 

不動産業，物品賃貸業 2,200 78 △    35 2,122 2,235 

学術研究，専門技術サービス業 272 261 225 11 47 

宿泊業 2,230 △    12 6 2,242 2,224 

飲食業 266 △   165 △   194 431 460 

生活関連サービス業，娯楽業 400 △    39 21 439 379 

教育・学習支援業 - - △   167 - 167 

医療・福祉 212 △   255 △   293 467 505 

その他のサービス 209 △     3 55 212 154 

地方公共団体 - - - - -

その他 822 48 △   149 774 971 
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③消費者ローン残高

【単体】 (単位:百万円）

27年9月末 27年3月末 26年9月末

27年3月末比 26年9月末比

消費者ローン残高 80,170 △ 1,468 △   129 81,638 80,299 

住宅ローン残高 64,200 △ 1,689 △    43 65,889 64,243 

その他ローン残高 15,970 221 △    86 15,749 16,056 

④中小企業等貸出比率

【単体】 (単位:％)

27年9月末 27年3月末 26年9月末

27年3月末比 26年9月末比

中小企業等貸出比率 74.67 △ 0.61 △ 1.75 75.28 76.42 

8.預金、貸出金及び有価証券の残高

【単体】 (単位:百万円）

27年9月末 27年3月末 26年9月末

27年3月末比 26年9月末比

預金（末残） 352,912 △ 1,145 14,696 354,057 338,216 

預金（平残） 348,813 11,102 10,949 337,711 337,864 

貸出金（末残） 258,036 △ 1,939 3,543 259,975 254,493 

貸出金（平残） 254,964 4,165 6,106 250,799 248,858 

有価証券（末残） 101,271 △ 2,571 883 103,842 100,388 

有価証券（平残） 94,641 △   527 △ 1,237 95,168 95,878 

【連結】 (単位:百万円）

27年9月末 27年3月末 26年9月末

27年3月末比 26年9月末比

預金（末残） 352,686 △ 1,136 14,749 353,822 337,937 

貸出金（末残） 256,360 △ 1,996 3,516 258,356 252,844 

有価証券（末残） 100,820 △ 2,570 884 103,390 99,936 

9.個人預り資産

【単体】 (単位:百万円）

27年9月末 27年3月末 26年9月末

27年3月末比 26年9月末比

個人預り資産 319,020 6,873 15,654 312,147 303,366 

個人預金 257,430 3,279 7,699 254,151 249,731 

投資信託 14,513 794 1,700 13,719 12,813 

公共債 426 △    57 △   206 483 632 

年金保険等 46,650 2,856 6,462 43,794 40,188 
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10．有価証券の評価損益

（1）有価証券の評価基準

①有価証券

売買目的有価証券 時価法　（評価差額を損益処理）

満期保有目的有価証券 償却原価法

その他有価証券 時価法　（評価差額を全部純資産直入）

子会社株式及び関連会社株式 原価法

②金銭の信託中の有価証券

運用目的の金銭の信託 時価法　（評価差額を損益処理）

（2）評価損益

【単体】

評価損益 評価損益

評価益 評価損 評価益 評価損

売買目的 - - - - - -

満期保有目的 376 376 - 414 414 -

その他有価証券 6,136 6,798 661 8,078 8,479 401 

株式 2,178 2,271 92 2,777 2,809 31 

債券 2,342 2,346 3 2,140 2,148 7 

その他 1,615 2,181 565 3,160 3,521 361 

合　　　　計 6,513 7,174 661 8,492 8,894 401 

株式 2,178 2,271 92 2,777 2,809 31 

債券 2,719 2,722 3 2,554 2,562 7 

その他 1,615 2,181 565 3,160 3,521 361 
（注）1．｢その他有価証券｣については､時価評価しておりますので､上記の表上は､中間貸借対照表

        価額と取得原価との差額を計上しております｡

      2．｢その他有価証券｣にかかる評価差額金は､4,179百万円であります｡

【連結】

評価損益 評価損益

評価益 評価損 評価益 評価損

売買目的 - - - - - -

満期保有目的 376 376 - 414 414 -

その他有価証券 6,136 6,798 661 8,078 8,479 401 

株式 2,178 2,271 92 2,777 2,809 31 

債券 2,342 2,346 3 2,140 2,148 7 

その他 1,615 2,181 565 3,160 3,521 361 

合　　　　計 6,513 7,174 661 8,492 8,894 401 

株式 2,178 2,271 92 2,777 2,809 31 

債券 2,719 2,722 3 2,554 2,562 7 

その他 1,615 2,181 565 3,160 3,521 361 
（注）1．｢その他有価証券｣については､時価評価しておりますので､上記の表上は､中間連結貸借対照表

        価額と取得原価との差額を計上しております｡

      2．｢その他有価証券｣にかかる評価差額金は､ 4,179百万円であります｡

（単位：百万円）

27年9月末

27年9月末

27年3月末

27年3月末

（単位：百万円）
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